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Abstract: This study investigated the distribution of modern ostracods off the northwestern Koshikishima 
Islands, southwest Japan. At least 52 species of ostracods belonging to 31 genera were identified from 
six samples of marine surface sediment. Q-mode cluster analysis revealed two ostracod biofacies (A and 
B). The five samples that contain biofacies A have relatively abundant ostracods including the genera 
Krithe and Falsobuntonia, which have been widely reported from bathyal to abyssal zones. The sample 
that contains biofacies B has relatively abundant phytal ostracods including the genera Neonesidea and 
Xestoleberis. 
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要　旨

甑島列島北西部から採取された海底表層堆積物6試
料の現生貝形虫群集分析に基づいて，現生貝形虫の分
布と海底環境の評価について検討を行った．結果とし
て，少なくとも31属52種の貝形虫が確認された．産
出した貝形虫群集を定量的に識別するため，Q-モー
ドクラスター分析を行った．その結果，2つの貝形虫
相（A， B）が識別された．貝形虫相Aは，5試料から構
成 さ れ た． こ の 生 物 相 は，Krithe属 やFalsobuntonia属
などの漸深海から深海で主に生息している種が産出し
た．一方，貝形虫相Bは，1試料から構成された．この
生物相は，Neonesidea属やXestoleberis属など海藻や海草
に付着して生息している葉上種が産出した．貝形虫相
Bは，海流などの影響によって他の地点から流されて
きた異地性個体を含んでいる可能性が高いと考えた． 

１．はじめに

対馬海流は，東シナ海から黒潮水を起源として，対
馬海峡を流れて日本海に流れ込む暖流であり，黒潮の
暖かい亜熱帯表層水を東シナ海から日本海に運んでい
る（Kida et al., 2021）．現在の対馬海流が日本海へ流れる
流量は，1997年以降増加傾向であることが明らかにな

り，黒潮の流軸が北上していることが原因と考えられて
いる（Kida et al., 2021）．一方，底質分布など海底に関す
る研究としては，1975年に対馬・五島列島周辺の海洋地
質図が発行された（大嶋ほか，1975）．また，1975年に東
シナ海から中国沿岸における水深0 ～ 222 mで採取され
た表層堆積物に含まれている貝形虫や有孔虫の小型底生
生物を抽出し生物分布を調査した記録がある（Wang and 
Zhao, 1985）．しかし，対馬海流流入量の増加以降，日本
沿岸から東シナ海における大規模な海底調査は行われて
いない．近年の調査海域周辺における海底環境の研究の
対象としては，長崎県の対馬や舟志湾，有明海における
浅海域が挙げられる（例えば，Tanaka, 2008；Irizuki et al., 
2018；Tanaka et al., 2019）．しかし，これらの研究は，主
に内湾を対象としており，対馬沖合を含めても最大163 
mよりも深い水深の分析は行われていない．

本研究で用いる貝形虫は，節足動物甲殻類に属する1
綱で，体長1 mm以下程度の微小な2枚の石灰質殻を持ち，
この中に付属肢などの軟体部が存在する．水温や塩分な
ど各々の水環境に対して種ごとに細かくすみ分けている
ことから，精度の高い環境指標種と考えられている（例
えば，Yasuhara and Irizuki, 2001；Sasaki et al., 2023）．し
たがって本研究では，甑島列島北西部海域における現生
貝形虫の分布を明らかにするとともに，先行研究結果と
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2024年に行われた結果を比較し，対馬暖流の流量増加に
よる海底環境変化を検討する．

２．試料と方法

本研究は，産業技術総合研究所地質調査総合センター
により実施されたGB24航海にて，九州西部に位置する
鹿児島県甑島列島周辺海域で採取された表層堆積物を
用いた．木下式グラブ採泥器を用いて採取された堆積
物から金属製のスパチュラによって表層から約2 cmを
分取した．その後，貝形虫の軟体部の保存及び固定のた
め，採取直後に99 %エタノールを注いだ．本研究では
調査海域における現生貝形虫群集の特徴を把握するため，
GB24航海で採取された171試料のうち，水深88 ～ 805 
mの6試料［試料採取地点：St. g001（試料採取水深：805 
m），St. g002（731 m），St. g003（737 m），St. g004（718 m），
St. g005（546 m），St. g006（88 m）］を分析に用いた（第1図）．

試料はステンレス製小型スプーンで良く攪拌し，全体
を均質化させた．その後，試料をビーカーに分取し，そ
れらを45 ℃に設定した恒温乾燥器の中で2日間乾燥させ，
精密電子天秤で乾燥重量を計量した．海底表層堆積物の
含泥率（%）については，清家ほか（2026）のデータを使用
した．

貝形虫分析用試料は，250メッシュ（開口径：0.063 
mm）上で十分水洗し，乾燥した残渣を115メッシュ（開
口径：0.125 mm）上でふるい，双眼実体顕微鏡を用いて
粗粒堆積物から貝形虫を抽出した．貝形虫が100個以上

含まれる試料に関しては，簡易分割器を用いて適宜分
割した．なお，産出した貝形虫試料の個数は，片殻を
1，両殻（背甲）を2として計数した．破片個体に関して
は，別個体として認識できる個体のみを1として計数し
た．主な貝形虫種は，群馬県立自然史博物館所蔵の走査
型電子顕微鏡（日立ハイテクノロジーズ製TM-1000）を用
いて撮影を行った．

産出した貝形虫群集に基づいて，貝形虫相を定量的
に識別するために，産出した分析試料の個数データと
全種を用いて，Horn（1966）の重複度指数と単純平均法
によるQ-modeクラスター分析を行った．分析にはPAST

（Paleontological Statistics；Hammer et al., 2001）を用いた．

３．結果と考察

3. 1　貝形虫結果と考察
結果として全6試料から貝形虫が産出し，少なくとも

31属52種が認められた（第2図，第1表）．また3試料（St. 
g002， g004， g005）からは, 貝形虫の付属肢が保存された
個体を確認することができた．乾燥重量1 g当たりの貝
形虫個体数は，甑島列島に近づくにつれて多くなり，St. 
g005で最も多く，St. g003で最も少なかった（第1表）．

産出した貝形虫群集を定量的に識別するため，6試
料の産出した個体全てを用いてQ-モードクラスター分
析を行った（第3図）．結果として，2つの貝形虫相（A, 
B）が識別された．貝形虫相Aは，5試料から構成され
た．この生物相は，Krithe属やFalsobuntonia属などの漸

第1図  試料採取地点（Generic Mapping Tools；Wessel et al., 2013を用いて作成）．

Fig. 1  Map showing the study area (created using Generic Mapping Tools; Wessel et al., 2013).
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深海から深海性の群集によって特徴付けられる（例え
ば，van Morkhoven, 1962；Ikeya and Suzuki, 1992）． 一
方，貝形虫相Bは，1試料から構成された．この生物相は，
Neonesidea属やXestoleberis属など海藻や海草に付着して
生息している葉上種（例えば，Irizuki et al., 2008）が産出
した．

3. 2　�甑島列島周辺海域における海底環境と現生貝形虫
分布

今回確認された52種の貝形虫は，ほとんどがこれまで
日本各地で報告された種である．加えて，Schizocythere 
kishinouyeiやSemicytherura cf. hanaiiなどいくつかの種は， 
中国沿岸から東シナ海における先行研究でも確認されて

第2図  主な貝形虫種の走査型電子顕微鏡写真．4， 5， 11は，成体殻の写真を示す．4a， 5aは貝形虫殻の外面，
4b，5bは貝形虫殻の内面写真を示す．

Fig. 2   SEM photographs of the selected ostracod species. 1. Argilloecia sp., juvenile left valve, sample from St.g005. 
2. Bradleya cf. multicostata, juvenile left valve, sample from St.g004. 3. Bradleya sp.1, adult left valve, sample 
from St.g005. 4. Krithe sp.1, adult left valve, sample from St. g005; a, right lateral view; b, internal view. 
5. Krithe sp.2, adult left valve, sample from St. g005; a, right lateral view; b, internal view. 6. Loxoconcha 
uranouchiensis, juvenile left valve, sample from St. g006. 7. Neonesidea sp., juvenile left valve, sample from 
St. g006. 8. Falsobuntonia sp., juvenile left valve, sample from St. g005. 9. Semicytherura cf. hanaii, juvenile 
left valve, St. g004. 10. Sinoleberis sp., juvenile right valve, sample from St. g005. 11. Trachyleberis niitsumai, 
adult left valve, sample from St. g006.
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いる．そこで，Q-モードクラスター分析によって識別
された2つの貝形虫相と1975年に本研究周辺海域で採取
された表層堆積物から現生貝形虫群集（Wang and Zhao, 
1985）とを比較し，対馬暖流の流入量の変化が貝形虫群
集に与える影響について検討した．1975年当時，本研
究周辺海域で確認された表層堆積物に含まれる貝形虫は，
Argilloecia属やKrithe属で主に構成される陸棚外縁的な
環境の生物相であることが報告されている．これらの生
物相の試料1 g当たりの貝形虫個体数は，1から5個体を
示し，中国沿岸部周辺と比べ少ない．本研究においても，
貝形虫相Aでは，Krithe属やFalsobuntonia属などの漸深海
から深海帯の分類群が優占した．この点では，主要構成
属が1975年の報告とおおむね一致しており，同様の水
塊を反映した群集である可能性が高い．しかし，本研究
では，Argilloecia属やKrithe属の種レベルまでの同定には
至らなかったため，1975年と同じような海底環境である
かは断定することはできなかった．

一方，甑島列島に最も近いSt. g006は，含泥率が低く，
砂質な試料であった．多産した貝形虫は，海藻や海草に
付着している葉上種が多かった．これらの葉上種は，水
深数メートルから数十メートルの舟志湾や有明海や水深
が100 mより深い東シナ海の陸棚からも確認されている

（Wang and Zhao, 1985；Irizuki et al., 2018；Tanaka et al., 
2019）．産出した貝形虫群集は，他の5試料と大きく異
なり，生体の個体も確認できていない．また，貝形虫殻
の保存状態は，他の試料と比べ破片状の標本も多かった．
これらのことより，St. g006の試料は，海流などの影響
によって他の地点から流されてきた異地性個体を含んで
いる可能性が高いと考えられる．
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